
古
代
史
料
に
み
る
三
遠

群
馬
県
立
女
子
大
学

北

川

和

秀

一
、
は
じ
め
に

参
河
国
と
遠
江
国
と
は
隣
国
同
士
で
は
あ
る
が
、
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、
東
歌
・
防
人
歌
の
範
囲
は

と
も
に
遠
江
国
以
東
（
東
山
道
で
は
信
濃
以
東
）
で
あ
り
、
参
河
国
以
西
は
含
ま
れ
な
い
。
ま
た
、
『
延

喜
式
』
（
民
部
上
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
都
か
ら
の
遠
近
に
よ
る
区
分
に
お
い
て
も
、
参
河
国
以
西
は
「
近

国
」
、
遠
江
国
以
東
は
「
中
国
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
象
に
注
目
す
る
と
、
古
代
に
お
い

て
は
参
河
国
と
遠
江
国
と
の
間
に
一
つ
の
境
界
線
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

こ
の
発
表
に
お
い
て
は
、
古
代
史
料
を
も
と
に
、
参
河
国
と
遠
江
国
と
の
間
に
い
か
な
る
差
違
が
あ
っ

た
の
か
を
考
察
す
る
。
考
察
は
三
つ
の
材
料
か
ら
行
う
。
一
つ
は
六
国
史
の
記
事
、
二
つ
は
両
国
の
木
簡
、

三
つ
は
方
言
で
あ
る
。

二
、
六
国
史
の
記
事

【
遠
江
・
駿
河
間
に
境
界
が
引
け
る
例
】

①
天
皇
、
大
臣
に
詔
し
て
曰
は
く
、
「
是
の
月
に
起
し
て
十
二
月
よ
り
以
来
を
限
り
て
、
宮
室
を
営
ら

む
と
欲
ふ
。
国
国
に
殿
屋
材
を
取
ら
し
む
べ
し
。
然
も
東
は
遠
江
を
限
り
、
西
は
安
藝
を
限
り
て
、

宮
造
る
丁
を
発
せ
」
と
の
た
ま
ふ
。

（
『
日
本
書
紀
』
皇
極
元
・
九
・
一
九
）642

②
伊
勢
・
志
摩
・
尾
張
・
参
河
・
遠
江
・
美
濃
・
飛
騨
・
若
狭
・
越
前
・
丹
後
・
但
馬
・
因
幡
・
播
磨

・
美
作
・
備
前
・
備
中
・
淡
路
・
阿
波
・
讃
岐
等
の
国
司
、
是
よ
り
先
、
使
を
奉
け
て
京
に
入
る
に
、

駅
に
乗
る
こ
と
を
聴
さ
れ
ず
。
是
に
至
り
て
始
め
て
聴
す
。
但
し
伊
賀
・
近
江
・
丹
波
・
紀
伊
の
四

国
は
、
茲
の
限
に
在
ら
ず
。

（
『
続
日
本
紀
』
養
老
六
・
八
・
二
九
）722

【
三
河
・
遠
江
間
に
境
界
が
引
け
る
例
】

③
陸
奥
・
越
後
の
二
国
の
蝦
夷
、
野
心
あ
り
て
馴
れ
難
く
、
屢
良
民
を
害
す
。
是
に
、
使
を
遣
し
て
遠

江
・
駿
河
・
甲
斐
・
信
濃
・
上
野
・
越
前
・
越
中
等
の
国
を
徴
り
発
さ
し
む
。

（
『
続
日
本
紀
』
和
銅
二
・
三
・
六
）709

④
遠
江
・
駿
河
・
甲
斐
・
常
陸
・
信
濃
・
上
野
・
陸
奥
・
越
前
・
越
中
・
越
後
等
の
国
の
士
の
、
征
役

経
る
こ
と
五
十
日
已
上
の
者
に
、
復
一
年
賜
ふ
。

（
『
続
日
本
紀
』
和
銅
二
・
九
・
二
六
）709

⑤
始
め
て
按
察
使
を
置
く
。
…
…
遠
江
国
守
正
五
位
上
大
伴
宿
祢
山
守
は
駿
河
・
伊
豆
・
甲
斐
の
三
国

を
管
め
し
む
。
…
…
美
濃
国
守
従
四
位
上
笠
朝
臣
麻
呂
は
尾
張
・
参
河
・
信
濃
の
三
国
を
管
め
し
む
。

（
『
続
日
本
紀
』
養
老
三
・
七
・
一
三
）719

⑥
太
政
官
処
分
す
ら
く
、
「
新
任
の
国
司
任
に
向
ふ
日
、
伊
賀
・
伊
勢
・
近
江
・
丹
波
・
播
磨
・
紀
伊

等
の
六
国
に
は
食
・
馬
を
給
は
ず
、
志
摩
・
尾
張
・
若
狭
・
美
濃
・
参
川
・
越
前
・
丹
後
・
但
馬
・

美
作
・
備
前
・
備
中
・
淡
路
等
の
十
二
国
に
は
、
並
に
食
を
給
ひ
、
自
外
の
諸
国
に
は
、
皆
伝
符
を

給
へ
。
…
…
」
と
い
ふ
。

（
『
続
日
本
紀
』
神
亀
三
・
八
・
三
〇
）726

⑦
従
四
位
下
藤
原
恵
美
朝
臣
朝
狩
を
東
海
道
節
度
使
と
す
。
…
…
そ
の
管
れ
る
遠
江
・
駿
河
・
伊
豆
・

甲
斐
・
相
模
・
安
房
・
上
総
・
下
総
・
常
陸
・
上
野
・
武
蔵
・
下
野
等
の
十
二
国
、
…
…
。

（
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
五
・
一
一
・
一
七
）761



三
、
木
簡

参
河
国
・
遠
江
国
か
ら
の
更
新
物
に
付
け
ら
れ
て
い
た
荷
札
木
簡
の
出
土
数
は
、
参
河
国
八
〇
点
、
遠

江
国
九
点
と
両
国
で
非
常
に
大
き
な
差
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
内
容
に
も
顕
著
な
差
が
認
め
ら
れ
る
。

例
え
ば
次
の
よ
う
な
木
簡
が
あ
る
。

・
参
河
国
播
豆
郡
篠
嶋
海
部
供
奉
七
月
料
御
贄
佐
米
楚
割
六
斤
（
平
城
宮
内
裏
北
方
官
衙
地
区
出
土
）

『
平
城
宮
木
簡
一
』
三
七
〇

参
河
国
幡
豆
郡
の
篠
嶋
の
海
部
が
七
月
分
の
御
贄
と
し
て
サ
メ
の
干
し
肉
を
貢
進
し
た
木
簡
で
あ
る
。

参
河
国
関
係
の
木
簡
に
は
海
産
物
を
御
贄
と
し
て
貢
進
し
た
木
簡
が
極
め
て
多
く
、
五
三
点
を
数
え
る
。

こ
れ
は
御
贄
木
簡
の
国
別
第
一
位
で
あ
り
、
第
二
位
の
若
狭
国
一
九
点
に
大
き
な
差
を
付
け
て
い
る
。

参
河
国
の
御
贄
木
簡
は
全
て
幡
豆
郡
の
も
の
で
、
三
河
湾
三
島
と
称
さ
れ
る
篠
嶋
（
現
在
も
篠
島
）
・

析
嶋
（
現
在
の
佐
久
島
）
の
も
の
が
大
部
分
を
占
め
、
比
莫
嶋
（
現
在
の
日
間
賀
島
）
の
も
の
が
２
点
あ

る
。
幡
豆
郡
か
ら
貢
進
さ
れ
た
御
贄
木
簡
を
月
別
に
示
す
。

正
月
…
…
須
須
伎
楚
割
（
篠
島
１
）
、
赤
魚
（
篠
島
１
）

二
月
…
…
佐
米
楚
割
（
析
嶋
１
）
、
毛
都
楚
割
（
析
嶋
２
）

三
月
…
…
佐
米
楚
割
（
篠
島
２
）
、
宇
波
賀
楚
割
（
篠
島
１
・
析
嶋
２
）
、
赤
魚
楚
割
（
篠
島
１
）

四
月
…
…
佐
米
楚
割
（
析
嶋
３
）
、
黒
鯛
（
比
莫
嶋
・
大
贄
１
）

五
月
…
…
佐
米
楚
割
（
篠
島
４
）

六
月
…
…
佐
米
楚
割
（
篠
島
１
・
析
嶋
４
）

七
月
…
…
佐
米
楚
割
（
篠
嶋
４
・
析
嶋
１
・
不
明
３
）
、
鯛
楚
割
（
析
嶋
１
）

閏
七
月
…
鯛
楚
割
（
篠
島
１
）

八
月
…
…
佐
米
楚
割
（
析
嶋
５
）
、
鯛
楚
割
（
析
嶋
１
）

九
月
…
…
佐
米
楚
割
（
篠
島
２
・
比
莫
嶋
１
）
、
鯛
楚
割
（
篠
島
１
）

十
月
…
…
毛
都
楚
割
（
析
嶋
１
）

十
一
月
…
須
須
伎
楚
割
（
篠
島
２
）

十
二
月
…
佐
米
楚
割
（
析
嶋
１
）

月
不
明
…
佐
米
楚
割
（
篠
島
１
・
析
嶋
１
）
、
鯛
楚
割
（
不
明
１
）
、
毛
都
楚
割
（
不
明
２
）

御
贄
と
し
て
貢
進
さ
れ
る
海
産
物
の
種
類
は
、
サ
メ
、
タ
イ
（
黒
鯛
を
含
む
）
、
ス
ズ
キ
、
赤
魚
、
宇

波
賀
、
毛
都
で
あ
る
。
月
別
に
見
る
と
、
多
少
の
例
外
は
あ
る
が
、
奇
数
月
は
篠
嶋
、
偶
数
月
は
析
嶋
と

い
う
隔
月
の
分
担
が
看
取
さ
れ
る
。
例
外
は
網
掛
け
で
示
し
た
。

幡
豆
郡
か
ら
貢
進
さ
れ
た
産
物
で
、
御
贄
以
外
の
も
の
に
は
、
伊
支
須
（
佐
古
嶋
）
、
多
比
（
矢
田
里
）
、

調
小
凝
（
郷
名
不
明
）
、
大
御
米
が
あ
る
。
幡
豆
郡
以
外
の
郡
か
ら
は
、
碧
海
郡
か
ら
米
（
２
）
、
賀
茂

郡
か
ら
米
（
１
）
、
額
田
郡
か
ら
米
、
白
米
、
庸
米
（
各
１
）
、
宝
飫
郡
か
ら
中
男
作
物
小
擬
、
海
松
、

仕
丁
米
（
各
１
）
、
八
名
郡
か
ら
庸
米
（
２
）
、
渥
美
郡
か
ら
調
塩
（
５
）
、
庸
塩
（
１
）
、
赤
米
（
１
）
、

舂
糯
米
（
１
）
な
ど
の
出
土
例
が
あ
る
。
以
上
が
参
河
国
か
ら
貢
進
さ
れ
た
産
物
の
木
簡
で
あ
る
。

一
方
、
遠
江
国
か
ら
貢
進
さ
れ
た
産
物
の
木
簡
は
八
点
し
か
な
い
。
長
上
郡
か
ら
塩
年
魚
（
１
）
、
長

下
郡
か
ら
中
男
作
物
堅
魚
（
１
）
、
城
飼
郡
か
ら
玄
米
（
１
）
、
山
名
郡
か
ら
中
男
作
物
堅
魚
（
１
）
、
敷

智
郡
か
ら
糸
（
１
）
。
他
に
郡
名
不
明
の
糸
（
１
）
、
雑
魚
（
２
）
で
あ
り
、
御
贄
や
大
贄
は
な
い
。



四
、
方
言

１
．
遠
江
国
の
東
歌
・
防
人
歌

万
葉
集
に
は
遠
江
国
の
東
歌
が
三
首
、
防
人
歌
が
七
首
採
録
さ
れ
て
い
る
。

①
あ
ら
た
ま
の
伎
倍
の
林
に
汝
を
立
て
て
行
き
か
つ
ま
し
じ
眠
を
先
立
た
ね
（
巻
十
四
・
三
三
五
三
）

き

へ

な

い

②
伎
倍
人
の

斑

衾

に
綿
さ
は
だ
入
り
な
ま
し
も
の
妹
が
小
床
に
（
三
三
五
四
）

き

へ

ひ
と

ま
だ
ら
ぶ
す
ま

い
も

を

ど
こ

③
遠

江
引
佐
細
江
の
澪

標
吾
を
頼
め
て
あ
さ
ま
し
も
の
を
（
三
四
二
九
）
以
上
、
遠
江
国
東
歌

と
ほ
つ
あ
ふ
み

い
な

さ

ほ
そ

え

み
を
つ
く
し

あ
れ

た
の

④

畏

き
や

命

被

り
明
日
ゆ
り
や
草
が
む
た
寝
む
妹
無
し
に
し
て
（
巻
二
十
・
四
三
二
一
）

か
し
こ

み
こ
と
か
が
ふ

か
え

い
む

⑤
わ
が
妻
は
い
た
く
恋
ひ
ら
し
飲
む
水
に
影
さ
へ
見
え
て
世
に
忘
ら
れ
ず
（
四
三
二
二
）

か
ご

⑥
時
時
の
花
は
咲
け
ど
も
何
す
れ
そ
母
と
ふ
花
の
咲
き
出
来
ず
け
む
（
四
三
二
三
）

と
き

ど
き

で

こ

⑦
遠

江
白
羽
の
磯
と
贄
の
浦
と
あ
ひ
て
し
あ
ら
ば
言
も
通
は
む
（
四
三
二
四
）

と
へ
た
ほ
み
し
る

は

に
へ

か
ゆ

⑧
父
母
も
花
に
も
が
も
や
草
枕
旅
は
行
く
と
も
捧
ご
て
行
か
む
（
四
三
二
五
）

さ
さ

⑨
父
母
が
殿
の
後
方
の
百
代
草
百
代
い
で
ま
せ
わ
が
来
る
ま
で
（
四
三
二
六
）

し
り

へ

も
も

よ

ぐ
さ

も
も

よ

き
た

⑩
わ
が
妻
も
絵
に
描
き
と
ら
む

暇

も
が
旅
行
く
吾
は
見
つ
つ
し
の
は
む
（
四
三
二
七
）

か

い
づ
ま

あ
れ

以
上
、
遠
江
国
防
人
歌

右
の
十
首
の
う
ち
、
特
に
防
人
歌
に
は
畿
内
と
は
異
な
る
多
く
の
語
形
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
母
音
交
替
形
で
、
畿
内
の
オ
列
音
が
ウ
列
音
で
現
れ
て
い
る
も
の
が
四
例
、
畿
内
の
エ
列
音
が
オ
列
音

で
現
れ
て
い
る
も
の
が
二
例
あ
る
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
畿
内
は
オ
列
音⇔

遠
江
は
ウ
列
音
】

明
日
よ
り⇔

明
日
ゆ
り
（
④
）
、
い
も
な
し⇔

い
む
な
し
（
④
）
、
か
よ
は
む⇔

か
ゆ
は
む
（
⑦
）
、

い
と
ま⇔

い
づ
ま
（
⑩
）

【
畿
内
は
エ
列
音
⇔
遠
江
は
オ
列
音
】

か
げ
さ
へ⇔

か
ご
さ
へ
（
⑤
）
、
さ
さ
げ
て⇔

さ
さ
ご
て
（
⑧
）

遠
江
国
と
の
比
較
の
た
め
に
、
駿
河
国
の
東
歌
・
防
人
歌
を
見
て
み
る
と
、
駿
河
国
で
は
、
畿
内
の
オ

列
音
が
エ
列
音
で
現
れ
て
い
る
も
の
が
一
二
例
で
最
も
多
く
、
次
い
で
畿
内
の
エ
列
音
が
イ
列
音
で
現
れ

て
い
る
も
の
四
例
で
あ
る
。
歌
は
省
略
し
、
該
当
部
分
の
み
以
下
に
示
す
。
（

）
内
の
数
字
は
歌
番
号
。

【
中
央
は
オ
列
音⇔

駿
河
は
エ
列
音
】

た
た
み
こ
も⇔

た
た
み
け
め
（
四
三
三
八
）
、
お
も
か
は
り⇔

お
め
か
は
り
（
四
三
四
二
）
、
お
も

へ
ど⇔

お
め
ほ
ど
（
四
三
四
三
）
、
こ
も
ち⇔

こ
め
ち
（
四
三
四
三
）
、
わ
す
ら
む
と⇔

わ
す
ら
む

て
（
四
三
四
四
）
、
わ
ぎ
も
こ⇔

わ
ぎ
め
こ
（
四
三
四
五
）
、
う
ち
よ
す
る⇔

う
ち
え
す
る
（
四
三

四
五
）
、
恋
し
く
も⇔

恋
し
く
め
（
四
三
四
五
）
、
幸
く
あ
れ
と⇔

幸
く
あ
れ
て
（
四
三
四
六
）
、

こ
と
ば⇔

け
と
ば
（
四
三
四
六
）
、
言
葉
ぞ⇔

言
葉
ぜ
（
四
三
四
六
）

【
中
央
は
エ
列
音⇔

駿
河
は
イ
列
音
】

・
や
ま
べ⇔

や
ま
び
（
三
三
五
七
）
、
か
へ
り⇔

か
ひ
り
（
四
三
三
九
）
、
い
へ⇔

い
ひ
（
四
三
四

三
）
、
わ
が
め⇔

わ
が
み
（
四
三
四
三
）

畿
内
と
の
母
音
交
替
の
傾
向
を
、
畿
内
→
遠
江
・
駿
河
と
い
う
方
向
の
矢
印

で
示
せ
ば
、
下
図
の
よ
う
に
な
る
。
畿
内
の
語
形
と
の
対
応
関
係
と
い
う
点
か

ら
は
、
遠
江
の
言
葉
と
駿
河
の
言
葉
と
は
大
き
く
傾
向
を
異
に
し
て
お
り
、
両

国
の
言
語
に
は
明
ら
か
に
相
違
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

参
河
の
言
葉
の
実
態
に
つ
い
て
も
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
参
河
は
東

歌
・
防
人
歌
の
地
域
で
は
な
い
の
で
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
を
知
る
材
料
が
な
い
。

そ
の
代
わ
り
に
は
な
ら
な
い
が
、
参
河
の
言
語
が
西
日
本
型
に
属
す
る
と
推
定



で
き
る
材
料
が
地
名
表
記
に
あ
る
。

２
．
『
和
名
類
聚
抄
』
に
お
け
る
「
紀
伊
型
」
地
名
表
記

大
宝
年
間
に
国
名
表
記
が
二
字
化
さ
れ
、
和
銅
の
頃
に
郡
里
名
の
二
字
化
も
始
ま
っ
た
。
そ
の
際
、
一

音
節
の
地
名
を
二
字
表
記
す
る
た
め
に
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
方
法
も
採
ら
れ
た
。
紀
伊
国
は
古
事
記

に
お
い
て
「
木
国
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
国
名
を
二
字
化
す
る
に
当
た
っ
て
、
「
き
」
を
字
音
仮

名
の
「
紀
」
と
表
記
し
、
そ
の
後
ろ
にki

の
母
音i

の
字
音
仮
名
表
記
「
伊
」
を
付
加
し
て
「
紀
伊
」
と

表
記
し
た
。
表
記
は
二
字
と
な
る
が
、
発
音
は
「
き
」
の
ま
ま
で
あ
る
。
現
代
の
関
西
で
は
、
一
音
節
語

は
「
木
（
き
ぃ
）
」
「
火
（
ひ
ぃ
）
」
の
様
に
発
音
さ
れ
る
。
上
代
に
お
い
て
も
一
音
節
語
は
同
様
に
発
音

し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
で
こ
の
よ
う
な
方
法
が
案
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
型
の
表
記
は
、
郡
郷
名
に
お
い
て
二
〇
例
近
く
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
こ
の
例
を
お
お
よ

そ
南
西
か
ら
北
東
へ
と
い
う
順
で
示
す
。
〔

〕
内
は
『
和
名
類
聚
抄
』
に
付
さ
れ
て
い
る
訓
で
あ
る
。

大
隅
国
噌
唹
郡[

曽
於]

、
日
向
国
児
湯
郡
覩
唹
郷
、
肥
後
国
八
代
郡
肥
伊
郷
、
肥
前
国
基
肄
郡
基
肄

郷[

木
伊]

、
筑
前
国
早
良
郡
毗
伊
郷[

比]

、
豊
前
国
田
河
郡
雉
怡
郷
、
長
門
国
大
津
郡
由
宇
駅
、
周

防
国
玖
珂
郡
由
宇
郷
、
安
藝
国
佐
伯
郡
濃
唹
郷
、
安
藝
国
沼
田
郡
都
宇
郷
、
出
雲
国
大
原
郡
斐
伊
郷
、

備
後
国
沼
隈
郡
津
宇
郷
、
備
中
国
都
宇
郡[

津]

、
讃
岐
国
苅
田
郡
紀
伊
郷
、
紀
伊
国
名
草
郡
野
応
郷
、

和
泉
国
日
根
郡
呼
唹
郷
、
山
城
国
紀
伊
郡[

支]

紀
伊
郷
、
近
江
国
浅
井
郡
都
宇
郷
、
参
河
国
宝
飫
郡

[

穂]

（
『
和
名
類
聚
抄
』
で
は
「
宝
飯
郡
」
。
「
宝
飫
郡
」
と
校
訂
し
た
）
、
越
後
国
頸
城
郡
都
有
郷[

都

宇]

（
東
急
本
）
・[

豆
宇]

（
高
山
寺
本
）

附
訓
の
中
に
一
音
の
も
の
と
二
音
の
も
の
と
が
あ
る
。
上
代
に
お
い
て
は
同
一
語
根
内
の
母
音
連
続
を

極
度
に
嫌
う
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
、
一
音
の
も
の
は
古
形
を
保
っ
て
い
る
も
の
、
二
音
の
も
の
は
後
に
文

字
に
引
か
れ
て
二
音
に
な
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

右
に
列
挙
し
た
地
名
表
記
は
見
事
に
西
日
本
に
偏
在
し
て
お
り
、
東
日
本
に
位
置
す
る
の
は
参
河
国
宝

飫
郡
と
越
後
国
頸
城
郡
都
有
郷
の
み
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
上
代
に
お
け
る
一
音
節
語
の
発
音
が
西
日

本
と
東
日
本
と
で
相
違
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
参
河
国
宝
飫
郡
は
国
造
本
紀
に
見
え
る
「
穂
国
」

に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
参
河
は
宝
飫
郡
と
い
う
表
記
の
存
在
を
も
っ
て
、
西
日
本
型
の
言
語
地
域

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

越
後
国
頸
城
郡
都
有
郷
の
位
置
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
現
在
の
上
越
市
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
都
有
郷
の
み
を
例
外
と
し
て
、
「
紀
伊
型
」
地
名
は
全
て
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
の
西
縁
よ
り
も
西
に
位

置
し
て
い
る
。
都
有
郷
も
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
地
溝
帯
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
る
。

五
、
お
わ
り
に

以
上
、
古
代
に
お
け
る
参
河
と
遠
江
と
の
相
違
を
三
点
か
ら
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
参
河
と
遠
江
と

は
同
じ
東
海
道
の
隣
国
同
士
な
が
ら
、
政
治
的
、
産
業
的
、
言
語
的
な
性
格
・
位
置
づ
け
は
だ
い
ぶ
異
な

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
古
代
に
お
け
る
こ
う
し
た
相
違
は
両
国
の
基
本
的
な
土
台
の
相
違

と
し
て
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
時
の
経
過
と
と
も
に
薄
ら
い
で
い
っ
た
部
分
も
あ
ろ
う
。
今
後
は
こ

う
し
た
相
違
点
が
時
代
を
降
る
に
つ
れ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
、
関
心
を
も
ち
続
け
て
ゆ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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